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こ
こ
に
紹
介
す
る
文
1　
は
、
石
川
県
鳳
至
郡
門
前
町
光
琳
寺
所
蔵
に
か
か
る
下
間

少
進
法
印
性
乗
の
印
判
状
で
あ
る
。
性
乗
は
本
願
寺
顕
如
の
奏
者
で
あ
る
こ
と
は
概

知
の
通
り
で
、
法
印
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
天
正
十
年
以
降
末
年
頃
迄
の
も
の
と
す
る

こ
と
が
出
来
る
。
内
容
は
、
光
琳
寺
住
持
跡
目
相
続
に
つ
い
て
門
主
の
意
を
奉
じ
、

下
坊
主
衆

・
門
徒
中
に
宛
て
て
承
認
し
て
い
る
。
印
判
は
角
印
で
印
文
は

「
翫
」
で

あ
る

(縦
四
・
一
m
、
横
三
・
八
m
)
。
ち
な
み
に
翫
は
、
喜
ぶ

・
め
で
る
と
い
う

意
味
を
も
つ

(諸
橋

『
大
漢
和
辞
典
』
)
。

木
願
寺
家
臣
発
給
の
印
判
状
に
つ
い
て
は
、
近
年
急
速
に
そ
の
考
察
が
進
め
ら
れ

つ
つ
あ
る
。
殊
に
懇
志
請
取
状
に
つ
い
て
は
古
文
書
学
的
に
詳
し
く
分
祈
さ
れ
、
そ

れ
に
よ

っ
て
本
願
寺
教
団
の
機
構
解
明

へ
の
途
が
開
か
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
代
表

的
な
も
の
と
し
て
は
、
草
野
顕
之
氏

「本
願
寺
教
団
に
お
け
る
印
判
奉
書
の
意
味
」

(仏
教
史
学
研
究
第
25
巻
2
号
)
、

泊
清
尚
氏

「
木
願
寺
懇
志
請
取
状
の
基
礎
的
考

察
」

　

(同
第
27
巻
1
号
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
相
前
後
し
て
発
表

下
間
性
乗
発
給
印
判
状

一
通

さ
れ
、
ど
ち
ら
も
依
用
さ
れ
た
部
分
は
な
い
が
関
連
部
分
も
少
な
く
な
い
。
た
だ
全

体
の
視
点
は
若
干
異
る
よ
う
で
あ
る
。

前
者
で
は
印
判
奉
書
の
意
味
の
考
察
と
、
発
給
型
式
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
教
団

組
織
の
変
質
を
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
具
体
的
に
永
禄
期
か
ら
慶
長
期
を
数
段
階
に
分

け
て
、
本
願
寺
の
懇
志
請
取
機
構
の
変
化
を
提
示
さ
れ
る
。

後
者
で
は
、
懇
志
請
取
状
の
発
給
者
の
花
押

・
印
判
や
書
出

・
1　
止

・
法
語
の
各

文
言
の
種
類
を
詳
細
に
分
祈
し
、
こ
れ
ら
の
種
類
や
変
化
の
背
景
か
ら
、
石
山
合
戦

期
か
ら
東
西
分
派
期
の
本
願
寺
教
団
の
機
構
を
読
み
取
る
作
業
が
な
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
中
で
両
者
共
通
の
基
本
的
見
解
は
、

「
明
聖
」
印
は
顕
如
の
意
を
奉
ず
る
顕
如

方
奏
者
の
印
、

「祥
定
」
印
は
教
如
の
意
を
奉
ず
る
教
如
方
奏
者
の
印
、
と
す
る
こ

と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
知
ら
れ
る
印
判
の
種
類
は
大
半
が
こ
の
二
種
で
あ
る
が
、
こ
れ

以
外
に
調

・
達

・
精

(顕
尊
の
意
を
奉
ず
る
頼
廉
書
状
)
・
続
が
存
在
し
て
い
る
よ

一
四

一



(印)光
林
寺
跡
目
之

(11. 2×49. 5cm)

一
四

二

う
で
あ
る

(
た
だ
し
続
は
近
世
に
し
か
存

在
せ
ず
例
外
と
さ
れ
る
)
。

し
か
し
こ
れ

ら
は
、
そ
の
数
は
僅
少
で
い
ず
れ
も
考
察

の
対
象
と
な

っ
て
い
な
い
。
本
文
書
の
場

合
も
印
判
の
文
字
は
異
例
で
あ
り
、
従
来

知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
性

乗
が
発
給
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り

顕
如
の
意
を
奉
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
性
乗
に
つ
い
て
は
従
来
明
聖
印
の
み

が
知
ら
れ
て
い
る
(上
記
二
論
文
参
照
)
。

さ
ら
に
本
文
書
の
場
合
、
寺
院
住
持
の

跡
目
相
続
と
い
う
や
や
特
殊
な
内
容
を
も

つ
と
同
時
に
、
懇
志
や
取
次
料
の
請
取

・

謝
礼
に
関
す
る
記
載
は
全
く
な
く
、
こ
の

時
期
の
印
判
状
と
し
て
は
具
例
と
も
い
え

る
文
書
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
後
の
い
わ

ゆ
る
御
印
書
と
称
す
る
免
許
状
の
先
駆
的

文
書
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
を
つ
け
て
お

き
た
い
。

た
だ
近
世
の
御
印
書
の
場
合
、
そ
の
内

溶
の
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
、
木
仏

・
寺

一

　

1
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I

　　

■

■

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

思
諸
事
令

相
続

　

上
儀
馳

向
後
成
水
魚

儀
如
前
々
被

仰
付
侯
、
得
共
意



尤
肝
要
侯
旨
被

仰
出
侯
、
働
所
被
顕

号
の
許
可
、
本
堂
安
置
物

(御
影
等
)
の

許
可
、
本
堂
内
陣
の
荘
厳

(
四
木
柱

・
前

卓
等
)
の
許
可
、
地
位

(飛
價
出
仕
等
)

の
許
可
、
依
体

(素
絹
等
)
の
許
可
な
ど

が
主
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
末
寺
跡

目
の
任
免
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
今

の
と
こ
ろ
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
中

央
本
願
寺
が
、
末
寺
の
跡
目
に
ど
う
関
与

し
た
か
は
、
今
後
究
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
場
合
、

「
明
聖
」
印
で
な
く

何
故

「
翫
」
印
な
の
か
が
問
題

と

な

る

が
、

「
明
聖
」

　

「祥
定
」
両
印
以
外
の

一

部
散
見
さ
れ
る
印
は
全
て

一
文
字
印
で
あ

る
こ
と
が
共
通
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

も
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
が
、
本
文
書
に

限

っ
て
み
れ
ば
、
事
柄
の
内
容
に
よ
り
印

が
使
い
分
け
ら
れ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
も
後
考
を
俊
も
た
い
。

と
も
か
く
、
懇
志
請
取
状
を
は
じ
め
と

す
る
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
の
本
願
寺

一
四
三

走
可
被
申
事

御
印
如
件

其
外
下
坊
主

同
門
徒
中

下
間
性
乗
発
給
印
判
状

一
通

少
進
法
印

八
月
八
日

　

性
乗

(花
押
)

光
林
寺
下

照
明
寺

光
済
寺

了
順

正
空
門
下

金
津
庄

木
越
村
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村

原

　

村



一
四

四

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

家
臣
発
給
文
書
の
研
究
は
、
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
泊
氏
屯
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
、
対
象
文
書
は
全
体
か
ら
す
れ
ば
ま
だ
わ
ず
か
な
部
分
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
全
国
に
襲
蔵
さ
れ
る
関
係
文
書
の
発
堀
が
急
務
で
あ
る
こ
と
は

言
う
迄
も
な

い
。
懇
志
請
取
に
限

っ
て
み
て
も
、
印
の
無
い
も
の
の
数
も
多
く

(
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
そ
の
事
例
と
し
て
本
紀
要
共
同
研
究

「真
宗
初
期
遺
跡
寺
院
資
料
の
研
究
」
解

題

・
四

　

本
願
寺
関
係
文
書

　

2
に
も
仙
台
称
念
寺
文
書
に
お
い
て
若
干
の
指
摘
を

し
て
お
い
た
)、

印
の
有
無
の
意
味
や
本
文
書
の
よ
う
な
懇
志
と
直
接
か
か
わ
ら
な

い
印
判
状
の
性
格
、
さ
ら
に
は
近
世
に
お
け
る
御
印
書
の
研
究
も
今
後
注
目
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

尚
、
こ
の
文
書
の
所
蔵
者
で
あ
る
光
琳
寺
副
住
職
木
越
祐
馨
氏
よ
り
御
許
可
と
御

教
示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。


